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Part1

SFFNJの設立経緯、趣旨説明、賛同呼びかけ、IYFF+10：関根佳恵（SFFNJ呼びかけ人代表）

Part2

世界の家族農業を追った、仏ドキュメンタリー映画『未来を耕す人びと』上映（約60分）

(原題：『Those who sow』) 日本語字幕付 ※SFFNJが日本語字幕担当

Part3

トークセッション：SFFNJ呼びかけ人（設立メンバー）+交流会フリートーク

関根佳恵（愛知学院大学）、奥留遥樹、斎藤博嗣・斎藤裕子（一反百姓「じねん道」）、

吉澤真満子・野川未央（NPO法人APLA）ほか

2017年 12月17日（日）13:30～15:30

●場所 : NPO法人アジア太平洋資料センター（PARC) 会議室

東京都千代田区神田淡路町1-7-11 東洋ビル ※裏面に地図有り

●参加費：500円

●お申込みフォーム：https://ws.formzu.net/fgen/S51670485/

Eメール：info@sffnj.net

TEL：03-5273-8160／FAX：03-5273-8667（NPO法人APLA）

●主催：小規模・家族農業ネットワーク・ジャパン（SFFNJ）

小規模・家族農業をめぐる世界の新しい潮流について知り、

日本で私たちができることを一緒に考えてみませんか。

小規模・家族農業ネットワーク・ジャパン

設立発表会＆映画上映＆トーク

当日参加も
歓迎！



●会場地図:

NPO法人アジア太平洋資料センター(PARC)

東京都千代田区神田淡路町1-7-11 東洋ビル

・JR「お茶の水」聖橋口から徒歩6分
・地下鉄A5出口から徒歩2分
都営新宿線「小川町」 丸ノ内線「淡路町」
千代田線「新御茶ノ水」
※いずれの駅も地下でつながっています。

★会場のPARCへのお問合せはご遠慮下さい

1. 小規模・家族農業ネットワーク・ジャパン(SFFNJ)とは？

小規模・家族農業ネットワーク・ジャパン(SFFNJ)は、日本および世界で家族農業の役割と可能性を再評価し、家族農業を農業・食料政

策の中心に位置づけることを求める、個人および団体のネットワーク (2017年6月設立)です。SFFNJは国連の2014年国際家族農業年を支

持し、その10年間の延長を求める国際キャンペーン「国際家族農業年+10」を応援するキャンペーン活動を展開していきます。

2. なぜ今、小規模・家族農業か？

現在、世界の食料の8割が小規模・家族農業によって生産されています。家族農業とは、農業労働力の過半を家族労働力がしめている農

業で、世界の全農業経営体数の9割以上を占めています。家族業経営の72%は1ヘクタール未満の小規模経営ですが、世界の食料安全保障

や食料主権を支える基盤になっています。家族農業は、環境保全、生物多様性の保護、地域経済の活性化においても重要な役割を果たして

います。ところが急速な市場のグローバル化、農産物・食料の国際価格の乱高下、気候変動や災害、企業や国家による大規模な土地収奪、

多国籍企業による種子の囲い込みなどに直面し、家族農業は危機的状況に置かれています。日本で起きている農林水産業者の減少と高齢化、

農山漁村の過疎化、食料自給率の低下も、私たちの農業・食料生産システムが持続可能でないことを示しています。

3. 国際家族農業年とは？

小規模・家族農業は、本来、食料生産と農業の多面的な機能の発揮において重要な役割を果たすことができますが、その機能は上記のさ

まざまな困難によって十分に発揮されていません。また、世界でも日本でも家族農業は政策的な支援を十分に受けてきたとは言えません。

こうした状況を重く見た国連は、2014年を「国際家族農業年」(International Year of Family Farming: IYFF)と定めて、家族農業の役

割と可能性を再評価し、支援に乗り出すための国際的な啓発活動を展開しました 。この年の前後から、国連をはじめとする国際機関が家

族農業に関する数々の報告書を発表し、世界各国・地域が家族農業支持の声明を発表しています。さらに、国連の持続可能な開発目標

(SDGs: 2015~30年)の中でも、家族農業の役割が位置付けられています。

4. 国際家族農業年＋10とは？

2014年の国際家族農業年の成果を引き継ぎながら、さらに家族農業を支援する国際的な枠組みづくりと各国における取り組みを促進す

るために、世界では国際家族農業年を10年間延長するキャンペーン活動「国際家族農業年＋10」が展開されています。2017年4月現在、

世界約60か国にキャンペーンのサポーター組織があります(地図参照)。これまで、日本にはサポーター組織がありませんでしたが、SFFNJ

は日本初のサポーター組織として、「国際家族農業年+10」の活動を応援します。

5. 小規模・家族農業ネットワーク・ジャパン（SFFNJ）の賛同者になりませんか？

SFFNJでは、活動の趣旨に賛同して頂ける方(個人・団体)を募集しています。農林漁業者、市民、行政、研究者など、農業・食料・環

境・開発問題や持続可能な社会の形成に関心を持つ方を歓迎いたします。賛同者には、一緒に家族農業を応援するキャンペーン活動を展開

するために、イベント情報の共有、教材提供、各地での勉強会への講師紹介等を行う予定です。小規模・家族農業を応援し、一緒に持続可

能な世界をつくっていきましょう！ ぜひ、みなさんご参加・ご賛同ください。HP上の「参加する」から＜賛同人フォーム＞）↓

★詳細はSFFNJのホームページ＆SNSをご覧ください。 https://www.sffnj.net/

https://www.facebook.com/sffnj2017/ https://twitter.com/sffnj2017


